
淀川区教育行政連絡会「小学校の部」議事要旨 

 

 

日 時 平成 29年 6月 5日（月）14:00～15:35 

場 所 淀川区役所 5階 504会議室 

出席者 学校長：新東三国 東三国 北中島 西三国 三国 新高 西中島 

木川 木川南 十三 野中 神津 塚本 田川 三津屋 

区役所：淀川区長 教育支援担当課長 教育支援担当課長代理 教育支援担当係長 

        教育支援担当係員 

傍 聴：0人 

 

資料１    Ｈ２８運営の計画 区から依頼した取組の反映状況と評価結果 

資料２    Ｈ２９運営の計画 区から依頼した取組の反映状況 

資料３    事業案についてのアイデア出し・学校長自由意見のまとめ 

資料４    淀川区教育支援担当（淀川区役所市民協働課・教育委員会事務局教育政策課） 

平成２９年度の事業一覧 

  追加資料１  「学校安心ルール」の実施について 

  追加資料２  教育委員会事務局運営方針より抜粋（学校の活性化） 

  資料５    「運営に関する計画の策定・学校評価実施マニュアル」より抜粋 

  追加資料３  年度目標・取組・指標、その違い 

 

【次第】 

司会：教育支援担当課長 

◎区長あいさつ 

◎議題 

《１ 平成２８年度 各校の運営の計画（区依頼事項の振り返り）》【公開】 

《２ 睡眠習慣改善に向けた各校の取組について》【公開】 

《３ 次年度事業に向けたブレインストーミング》【公開】 

《４ 分権型教育行政にかかる情報提供》【公開】 

《５ その他》【公開】 

 ・説明：区長、教育支援担当 

 ・各議題について意見交換 

 



議題１ 平成２８年度 各校の運営の計画（区依頼事項の振り返り） 

（区より説明） 

・昨年度、区から依頼させていただいた学校への関心を高める取組や睡眠習慣改善にかかる取組につい

て、ご意見や取組まれた感想をいただきたい。 

 

（意見交換） 

○保護者メールでホームページ更新のお知らせを教頭が数多く配信、教職員の協力と共通認識のもと、

地道な活動がホームページのアクセス目標件数を上回ることにつながった。 

○地域や保護者中心の読み語りグループに学校教育を年間を通じて支えていただいており、子どもたち

も読書に親しんでいる。 

○産業医による睡眠に関する講習体制を確立、今後実施していく予定である。 

○北中島小の午睡の取組では睡眠タイムが定着してきており、取組前に比べ保健室に行く子の数が 

１００人以上減った。今後どれだけ続けられるかが課題である。 

○保護者をまきこみ、保護者が主体的に学校に関わっていただき、助けてくれるような将来の枠組みを

組み立てていければよい。 

 

（区より） 

○加島小学校では、インフルエンザの流行状況や運動会等の行事についての開催判断をホームページで

リアルタイムにアップすると、閲覧数が上がり、学校への問合せも減り、教員の負担感が減ったと聞

いている。 

○学校協議会で熱心に議論している場をぜひ多くの方に傍聴いただけるよう、協議会の開催日時を 

ＰＴＡ役員会の後にするなど、学校の行事とセットにしてもらえるとありがたい。 

 

議題２ 睡眠習慣改善に向けた各校の取組について 

（区より説明） 

・淀川区では区をあげて学校と協働しヨドネルの取組に力を入れており、今年度も引き続きこの取組を

お願いしている。 

 

（意見交換） 

○月の第２週を健康習慣と位置付け、健康を見直す取組を強化している。特に睡眠については家庭 

 との連携が必要。 

○睡眠習慣改善に向けた取組を学校としても強化していることを発信し、保護者に浸透を図っていこう

としている。このため、ＰＴＡ講演会でヨドネルと兼ねて保護者向けにも睡眠の大切さの話を聞いて

いただく場を設ける。 

○ＰＴＡの人権講演会でヨドネルをテーマに準備している。 

⇒ＰＴＡ主催でヨドネルをテーマにした講演会を開催する場合、区からも支援するので、現在 

区ＰＴＡにどれくらい予定があるのかとりまとめをお願いしているところである。 

○現在、区から各学校へヨドネルのアンケート調査をお願いしている。ご負担をおかけするが、校長先

生からのご要望を受け事業化したところでもあるので、よろしくお願いしたい。 

議題３ 次年度事業に向けたブレインストーミング 



（区より説明） 

・淀川区の教育支援策のほとんどは校長先生にヒアリングし、アイデアをいただきながら事業化したも

のである。来年度の予算要求に向けてご意見をいただきたい。 

 

（意見交換） 

【スクールカウンセラー（以下ＳＣ）、スクールソーシャルワーカー（以下ＳＳＷ）について】 

○専門的知識をもち、場合によっては保護者の対応や専門的機関、役所の子育て支援室等につないでく

れるＳＳＷがほしい。 

○専門的知識があっても、学校の実情を知らない方であると、現場としては頼れないこともある。 

 ⇒平成２７年度も同様のご要望があり、平成２８年度にＳＳＷ活用の入り口となる出前相談事業を予

算化したが、学校からの利用が低調で、平成２９年度の予算化を見送った経過もある。 

○子育て支援室との連携について、より機動的な連携を望む。 

⇒子育て支援室にも伝えていく。 

 

【教頭の負担軽減について】 

○昔に比べ膨大な事務処理、地域渉外、施設の施錠に至るまで、やるべき業務が多々ある。なかなか解

決できないと思う。 

 

【安全・防犯対策について】 

○学校施設の安全・防犯対策について充実させたい。 

 ⇒子どもの命や安全に関わる基本的な内容であり、区独自の施策や各学校の独自予算で対策すべきも

のではないという問題意識もある。 

 

議題４ 分権型教育行政にかかる情報提供 

（区より説明） 

・「学校安心ルール」の実施について、情報共有させていただく。 

・学校評価のあり方について、区長会議の部会で教育委員会と議論されているところを情報提供する。

区長が学校評価するという観点について、どのように、どう活用するのかを示すよう教育委員会に今

お願いしているが、具体的に何も決まっていない。何かあれば今後、情報共有させていただく。 

 

議題５ その他 

（区より説明） 

・「運営に関する計画」における年度目標・取組・指標、その違いについて、再度確認した。 

・英語村の案内、小学生の英語スピーチコンテスト募集について、よろしくお願いしたい。 


